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ベネズエラ⾰命への攻撃 

親愛なる北海道 AALA 代表と友⼈の皆様に⼼からの連帯の挨拶を送ります。 

いまベネズエラ⾰命への攻撃が続いています。 

1998 年に公明な選挙によってチャベスが⼤統領に選ばれてから、⾰命は絶え間なくさまざ

まな規模の攻撃にさらされてきました。ベネズエラは⽶国の⼲渉の的になってきました。

この 20 年間の⽶国の政策は、疑いもなく好戦的なものでした。 

ここで多くの⼈に疑問が浮かぶでしょう。なぜベネズエラが攻撃されるのか。 

ベネズエラが他国の脅威になっているというのでしょうか。⽶国のような超⼤国を脅か

しているというのでしょうか。 

ベネズエラには⼤量破壊兵器はありません。他国に軍事基地を持ってもいません。他国

を爆撃したことも、侵略したこともありません。ベネズエラは平和主義の国です。憲法に

は国家間の平和的協⼒を促進することが明⽰されています。また原⽔爆もたらす危機に対

する防御法は、唯⼀つ核兵器撤廃のみという⽴場に⽴っています。 

ベネズエラ⾰命とはなにか 

ベネズエラ⾰命は、「ベネズエラ住居計画」を通じて 200 万以上の家族に家財道具つき

の家を提供しました。 



ベネズエラ⾰命は、例外なく全ての国⺠に初等・中等・⼤学教育を無償で提供していま

す。学⽣を対象に研究を後押しする奨学⾦を出しています。医療は無料ですし、⾼齢者へ

の年⾦額も増額しています。 

⾷料供給と⽣産を充⾜させるため、地域共同体が運営する地⽅評議会がつくられていま

す。政府はこれを強⼒に⽀援しています。⽂化的グループを⽀援するネットワークが全⼟

に作られ、広がっています。 

これがわたしたちのベネズエラ⾰命です。 

チャベスとラテンアメリカの共同体 

ウゴ・チャベスは、⻑い間の夢「私たちのアメリカの統合」のために、⽂字通り種を蒔

きました。 

そうして、⽶州ボリバル同盟（ALBA）やペトロカリベ、南⽶諸国連合（UNASUR）や

ラテンアメリカ・カリブ諸国共同体（CELAC）が⽣まれたのです。これらは⼀極集中では

なく多中⼼性の世界の実現に資するものです。 

⽶国のベネズエラ攻撃 

⽶国はベネズエラを攻撃してどんな利益があるのでしょう。それはとりわけ、ベネズエ

ラが世界最⼤の⽯油埋蔵量を有しているということと、（⽶国に近いという）地政学的な

位置づけに意味があるのです。この⼆つの要素をあわせもつ国が、「社会主義」を意識的

にめざす愛国的政府に率いられているということが、⽶国の⼼配の種となっているので

す。 



⽶国はベネズエラを「⻄半球における主要な敵」と断定し、宣戦布告もなしに我が国に

戦争を仕掛けています。その⽬的は、ベネズエラ型の⺠主主義モデルを破壊することであ

り、国⺠運動における⾰命政府の指導的役割を根絶することであります。そして最終的

に、ベネズエラの豊かな資源を再び私物化しコントロールしようとすることです。 

報道機関が報道しないもの 

世界の報道機関は、主に新聞の⾒出しや社説欄で、競い合うように広い紙⾯を割いて、

⽇々ベネズエラ国⺠が直⾯している困難を書き⽴てています。記者やコメンテーター、歌

⼿や俳優、有識者や政治家は喜んで、世界の主要メディアでベネズエラについて意⾒を述

べます。そしていつも、それをマドゥロ⼤統領の責任にしています。 

しかし、メディアがどんなに妄想を作り上げ、どんなに厳密性を⽋く分析をしても、真

実を知るための必要な鍵となる事実を隠しています。それは「封鎖」です。 

封鎖の歴史的背景 

20 年前、チャベスが⼤統領に就任して間もなくから、⽶国はベネズエラの「政権交代」

を⽬指し続けています。それは⽶国の帝国主義的な⼈々とベネズエラの国⺠⺠主主義との

共存が不可能であるということを裏付けています。 

ベネズエラの国⺠⺠主主義は主権・独⽴・社会正義の考えを包含しています。⽶国はそ

こに脅威を⾒出しているのです。なぜならそれは⽶国による南⽶地域の⽀配と統制の図式

と正反対のものだからです。 



ブッシュ政権は、2002 年の反チャベスのクーデターを⽀援しました。2015 年には、オ

バマ前⼤統領が、ベネズエラを「異常で並外れた脅威」と規定した⼤統領令を出しまし

た。それ以来「政権交代」の政策が加速しました。 

⽶政権はそれまで⾮公式だった政策を合法化しました。それは財政的、政治的、メディ

ア、軍事的な秘密作戦を柱とするものでした。トランプは「どのような⼿段を使ってでも

ベネズエラの合法的政府を打倒したい」と公⾔しています。 

2017 年 8 ⽉には、トランプ⾃⾝が、ベネズエラに対して軍事作戦の可能性も含めた「全

ての選択肢」を持っていると⾔明しました。ほかにもポンペオ国務⻑官、ペンス副⼤統

領、マティス国防⻑官、ヘイリー国連⼤使、ジョン・ボルトン⼤統領補佐官といったトラ

ンプ政権の⾼官たちがベネズエラの政権を引きずり下ろすという⾔明を繰り返していま

す。 

直近では、ワシントンで最も影響⼒のあるロビイストの⼀⼈ルビオ上院議員が、「ベネ

ズエラに対して軍事的⾏動を起こす時が来た」と主張しました。これはまったく由々しい

発⾔です。ベネズエラのような⼩国を⽶国の軍事攻撃の⽬標とすることは、明らかに⻄半

球の平和への深刻な脅しです。 

経済と⾦融の分野における攻撃 

経済と⾦融の分野における攻撃は、制裁から封鎖へとエスカレートしてきました。それ

は⼀⽅的な抑圧⼿段を通じて⾏われています。 

資本主義体制を批判し、国内政策や対外政策を⾃主的に進めようとする政府がどこかに

出現した時、それらの国が乱暴な⼿段で封鎖されるのは、今に始まったことではありませ



ん。それはキューバに対して 50 年以上前からおこなわれています。チリのアジェンデ政権

も同じ⽬にあっています。 

アジェンデ⼤統領は政権に就いた当初から、⽶国による⾦融的・経済的封鎖とたたかわ

なければなりませんでした。マドゥロ⼤統領も同じことを迫られています。経済封鎖は国

際法に違反する不当で不法なものです。それはベネズエラ政府と提携しているとみなされ

た個⼈や企業に対しても適応されます。 

トランプ政権はこのような⼿段はこの国の情勢を改善して「⺠主主義への回帰」を促進

するための措置であると強弁しています。そしてベネズエラ国⺠に悪影響を及ぼすもので

はないと主張しています。 

経済封鎖は⼀種の軍事⾏動だ 

いま制裁は、⾦融管理、⽯油産業や国際貿易まで、その範囲を広げています。それは⽶

国の敵視政策がエスカレートしているからです。この異常な事態は経済侵犯、経済戦争と

も呼ばれるべきものです。 

戦争において⼀番はじめにやるべき軍事的任務は「敵の供給路を遮断する」ことだとい

われます。つまりいまの⽶国の敵視政策は、軍事的観念に完全に当てはまっているという

ことです。このようにして⽶国は、ベネズエラ経済を⾏き詰まらせ、⼤規模な不安定化と

国内対⽴を引き起こそうとしています。そしてその結果、「国際社会が解決策を⾒出だ

さ」ざるをえなくなり、⼒を合わせて「⼈道的」な⾏動を起こす、ことを⽬論んでいるの

です。 

制裁の⽬的は、ベネズエラ経済へ打撃を与え、国際貿易の崩壊を引き起こすことです。

それはベネズエラの⾦融活動を妨害し、投資へのアクセスを邪魔し、⾷料品や医薬品、⽣



活必需品の購⼊を妨げています。それは国⺠⽣活に、とりわけ経済的分野において深刻な

混乱をもたらしています。 

こうした全てのことは、ベネズエラに経済危機を引き起こす⽬的でおこなわれていま

す。もし経済危機が起これば、それはベネズエラを政治的に不安定化させる⼝実に使える

のです。 

ベネズエラ政府打倒戦略と「転換期」 

トランプ政権は、両国間の緊張をさらにエスカレートさせています。それと並⾏してベ

ネズエラに対する制裁をこれまでに４度も実施しています。この２つはどういう関係にあ

るのでしょうか。 

それは⽶国政府にとって受け⼊れ可能な⽅針がただひとつ、マドゥロ⼤統領の解任だと

いうことを⽰しています。⽶国は「⺠主主義の回復」を⽬指しているのではないのです。

かれらは合憲的、⺠主的、選挙に基づく解決の道を正統なものと認めず、「チャベス主

義」の降伏のみを求めています。 

2017 年、ベネズエラ野党は政権交代を⽬論⾒ましたが失敗に終わります。⽶国は野党勢

⼒に「政権交代」を実現させる⼒がないと判断し、制裁措置を適⽤しました。これが、⽶

国が⾔うところの「⺠主主義への回帰」への「転換期」が意味しているものです。 

2017 年から 2018 年にかけてのドミニカ共和国での与野党協議は、ローマ法王などのイ

ニシアチブで政治的正常化への道を開こうとするものでした。⽶国はこの会談をサボター

ジュしつつ、⼤規模な⼈⼝移動や市⺠対⽴というかたちでベネズエラ国⺠の対⽴を煽って

います。そうして「⼈道的介⼊」に都合のいい状況を⽣み出そうとしています。 



⽶国政府は制裁は「個⼈への制裁」であると主張しています。しかし制裁によって引き

起こされたすさまじい影響に照らして⾒ると、「ベネズエラ国⺠の幸福を気にかけてい

る」という⽶国の主張は悪意に満ちたものです。 

「転換期」の柱は、①外国の銀⾏にベネズエラが保有する資産の凍結 ②ベネズエラ国債

の取引禁⽌ ③世界的⾦融システムにおけるベネズエラ⼝座の閉鎖 ④⾷糧や医薬品の輸

⼊への妨害 などです。これらの事実から、⽶国がベネズエラ国⺠の暮らしなどどうでも良

いと考えていることがわかります。 

「転換期」は混沌と暴⼒の状況を推し進めています。ベネズエラの状況に対する憲法に

則った平和的な解決の道は、⽶国により閉ざされています。 

ベネズエラを孤⽴化させる⼯作 

⽶国政府は⽶州機構を利⽤してベネズエラに攻撃を仕掛けました。トランプ⼤統領は中

南⽶各国に、ベネズエラに対する封鎖と制裁政策への絶対服従を迫ったのです。今年 4 ⽉

にペルーのリマで開かれた⽶州⾸脳会議において、その策略は明確に⽰されました。 

ベネズエラ経済を崩壊させる⼀⽅的な措置には、カナダのような国も加わっています。さ

らに⽶国は、欧州議会も反ベネズエラの国際的同盟に取り込むことに成功しました。欧州

議会の圧⼒のもと、EU は⼀⽅的な制裁を採択しました。 

これらの措置は、「独裁的で破産した国家」が引き起こした困窮から、ベネズエラを救

うための措置であるかのように⾒えています。しかし実のところ、ベネズエラを「罰す

る」という名⽬の下に、その合法的政府を崩壊させるという、トランプの圧⼒に屈したの

です。 



これは、“国家同⼠の共存を⽀配する原理”への新たな攻撃でもあります。 

これは、ベネズエラ国⺠への犯罪⾏為であり、⼈類に対する重罪です。 

難⺠キャンペーンに関して 

難⺠キャンペーンはベネズエラに対するもう⼀つの「厚かましい攻撃戦略」です。 

こうした状況は、国際社会においてベネズエラの状況を「⼈道的危機」とする根拠にな

るからです。「⼈道的危機」と判断されれば、結果として国際社会が「⼈道的」介⼊を

「せざるをえなくなる」ように仕向けることができるのです。多くのメディアが、⼈⼝流

出の危機と決めつけられた現象を広めています。それは⼈道的危機と⾔われています。た

くさんの⼈がおそらく善意から、この事象に関する懸念を⼝にしています。 

国際移住機関（IOM）の統計で⾒てみましょう。ベネズエラは絶対数においても⼈⼝⽐

率においても移⺠が多い国ではありませんが、傾向としては移⺠や難⺠の受け⼊れ国であ

り続けています。最も現状がよく分かるデータは、国内在住外国⼈の数です。ベネズエラ

の⼈⼝は 3 千万⼈ですが、これに加えて 510 万⼈のコロンビア⼈が住んでいます。この⽐

率はコロンビアでの⽐率の 9 倍です。 

これは中⻑期の傾向ですが、短期的にはどうでしょうか。 

おそらく国際移住機関が出したデータのなかで最も事実を明⽰するものは、コロンビア

外務省の国境における調査結果でしょう。このモニター調査によると、コロンビア⽅向へ

国境を越えた⼈は 224,804 ⼈で、ベネズエラ⽅向へ向かった⼈は 252,565 ⼈でした。コロ

ンビアからベネズエラに向かった⼈の⽅が多かったのです。 



もう⼀つの項⽬、コロンビアに向けて国境を越えた⼈の 52%は買い物をするためであ

り、14%はコロンビアで働いている⼈たちでした。また 69%が、その⽇のうちにベネズエ

ラに戻ると答えています。 

なぜメディアの報道と実態の間にこれほどの格差があるのでしょう。⽶国とリマ・グル

ープ、国際的マスメディアが、ベネズエラ問題を「⼈道上の問題」に仕⽴て上げようとし

ているからと⾔わざるをえません、 

メディアに溢れる反ベネズエラ報道 

報道機関はベネズエラにおける「⾷糧難と⼈道上の危機」を報道し、国⺠の国外流出を

驚き嘆いてみせます。⼀⽅で、⽶国などの国や機関が医薬品や⾷料のベネズエラへの輸⼊

を阻んでいることを無視します。 

反ベネズエラの制裁と封鎖作戦は、恥知らずで⽭盾に満ちているにも拘らず、思想的に

は持ちこたえています。それは封鎖作戦のもう⼀つのオプション、メディアによる封鎖の

おかげです。この封鎖もまた、⽭盾に満ちています。 

メディアは中央アメリカやメキシコから⽶国への膨⼤な数の移⺠を過⼩評価しながら、

ベネズエラの移⺠問題は⼤げさに、そして逐⼀報道するのです。しかし、制裁や封鎖が、

ベネズエラの現状の主要な原因となっていることには触れません。 

世界中の世論は、多くがこれらのメディアからベネズエラについての情報を得るので、

事実に対してバイアスのかかった⾒⽅が形成されてしまいます。 

まとめ 

１． アメリカ帝国主義  



帝国主義者たちが、ベネズエラ⼲渉を強化し、ボリバル⾰命転覆の条件を作り出そうと

していることは明らかです。 彼らは選挙で選ばれたマドゥロ⼤統領の正統な政府を揺るが

せ、「政権 交代」を狙っています。  

２．無慈悲なキャンペーン  

 政府転覆の⼿段には、国際世論の前にベネズエラを否定する情報を流すメディア戦略が

含まれています。それは帝国主義戦略を正当化するための、まことに無慈悲なキャンペー

ンでした 。 ⼈道危機のもう⼀つのシナリオは、ベネズエラ⼈の近隣諸国への「⼤規模か

つ永続的な移住」の情報宣伝でした。政府転覆の⼝実はこれによってさらに強化されてい

ます。  

３．複合的な攻撃  

 ベネズエラに対する反政府攻撃は、⼲渉の仕組みが複合的であるという特徴を持ってい

ます。そこには政治的、外交的、メディア的、経済的な圧⼒が組み合わされています。そ

してさらに 憂慮されるのは、そこに軍事的選択肢もふくまれつつあることです。  

４．いのちの恐怖をともなう攻撃  

 軍事介⼊の脅しは、⾰命を「罰する」という⼀般的圧⼒だけにとどまりません。それに

加えて、国⺠の間に⽣命と安全に関する不安をもたらします。  

５．ワシントンは犠牲を恐れない  

 ワシントンにとって唯⼀受け⼊れられる解決策は、ニコラス・マドゥロの解任と「政権

交代」しかありません。このオプションは内戦の危険や⼈的および経済的に⼤きな犠牲を

伴うかもしれま せん。たとえそうであっても⽶政府の結論は変わりません。イラク、リビ

ア、シリアでも同じ惨事のモデルが適⽤されました。おなじ悲劇が繰り返されました。そ



のことを私たちは知っています 。  

６．野党強硬派は軍事解決派  

 ベネズエラの野党の強硬派は軍事的選択肢に固執しています。彼らはマドゥロ⼤統領が

繰り返し述べた対話の呼びかけに応えず、選挙プロセスへの参加を拒否しました。  

７．ベネズエラは政治的・思想的回転軸  

 帝国主義者がベネズエラを攻撃するのは、ベネズエラをアメリカ⼤陸の政治的・思想的

回転軸として捉えているからです。「それは打ち倒すべきものだ -できるだけ速やかに」 

なぜなら、彼らは「ベネズエラが新興国や多極共同体などが相互に結びつくためのブリッ

ジとなる存在だ」と考えているからです。 ⼀⽅トランプ政権は中南⽶⽀配の新しい⻘写真

を描き、その中でモンロー・ドクトリンを甦らせ、その思想をベネズエラの紛争につなげ

ようとしています。だからベネズエラは思想と思想の 衝突点となっているのです。  

８．中南⽶右翼政権の“悲しい役割”  

 脚本家と俳優の間に危険な共鳴作⽤が起きています。それは右翼政権がこの地域で果た

している“悲しい役” に代表されます。かれらは⽶国の⼲渉⾏為を正当化し⽀持しようとし

ていま す。 その戦略はあのときと同じです。彼らは帝国主義に反対する国を政治的かつ

経済的に封鎖するのを⼿助けします。その役割は、封鎖という卑劣な⼿段とその悲惨な結

果をおおい隠し、国 際世論の⾮難から守ることです。 それはキューバに始まりました。

それはチリに続きました。そしてそれはいまベネズエラに起こっているのです。  

９．ベネズエラ⾰命は続く  

 ベネズエラ⾰命は帝国主義の攻撃強化と向き合い、社会的挑戦を続けます。「国⺠が主

⼈公の⺠主主義」を完成させ、共同体を通じて社会運動の組織を拡⼤し、変⾰の道すじで



⼀致した 政治勢⼒を統⼀する。そしてそのなかで⼈々の意識変⾰を⽬指します。それはフ

ィデル・カストロが「思想の戦い」と呼んでいた運動です。  

１０．⺠族⾃決と諸国⺠の連帯  

 いまベネズエラでは、平和と⺠主主義、独⽴、諸⺠族の主権と⾃決をめざす戦いが進め

られています。戦いは決定的な段階を迎えています。 この戦いにおいて、諸国⺠の連帯

は、ベネズエラとボリバル⾰命が覇権勢⼒に抵抗できる最強の⼿段です。いま必要なこ

と、それは私たちの間で努⼒を結び合わせることです。独⽴・主 権・⾃決の原則を守り、

互いの団結を固めましょう。  

１１．チャベスは予測していた  

 最後に「我々の永遠の司令官」であるウーゴ・チャベスが私たちに残した⾔葉をお伝え

したいと思います。  

"帝国主義が存在する限り、ずっとボリバル⾰命は危険にさらされ、脅かされ続けるだろ

う。なぜなら、もしそれが成功すれば, 帝国主義は溶け去ってしまうからだ"  

最後に、みなさんのボリバル⾰命への⼀貫した連帯に感謝いたします。 

 


